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第３学年１組 図画工作科学習指導案 
指導者        

１．題材名  高くらの町を笑顔にするカラフルモンスター 

Ａ表現（２）立体 

２．題材設定の理由  

○ 本学級の多くの児童は，自分なりの考えをもち，それを表現したいという思いをもっている。現

在，３年生の総合的な学習の時間では，「笑顔いっぱい高くらの町」に取り組んでおり，学年全員

で地域に花を植えたり，花を植えた感想カードをかいたりしている。地域を笑顔にしたいという気

持ちが，３年生全体に広がっている。児童が図画工作科の学習において，カラフルモンスターをつ

くり，高くらの町に存在させることで，「高くらの町がもっと笑顔になることにつながる。」と，総

合的な学習の時間でも，学習意欲を高めていくことができると考える。 

事前アンケートでは，図画工作科の学習時間が「好き」と答えた児童が８６％いた。また，ほと

んどの児童が，粘土を使っての学習が，「好き」と答えた。しかし，軽量紙粘土に絵の具を練り込ま

せて，カラフル粘土をつくった経験がある児童はわずかである。「絵画」では，色や形から発想を広

げていくという経験をしているが，軽量紙粘土に絵の具を練り込み，柔らかい色合いのカラフル粘

土から，色や形について発想を広げていく体験はしていない。このことから，軽量紙粘土にポスタ

ーカラーを練り込んだカラフルモンスターづくりの学習を計画することにした。「高くらの町を笑顔

いっぱいにしたい。」という思いをもちながら，イメージしたモンスターの色や形をカラフル粘土で

夢中でつくり，自分の思いを表現できる児童の育成をねらって，本題材を設定した。 

 

○ 本題材は，軽量紙ねん土で地域の人達が笑顔になるカラフルモンスターの形や色を工夫すること

を通して，形や色，方法や材料を工夫する力を培うことを目標としている。軽量紙粘土に絵の具を

練り込み，柔らかな色調の粘土を主につくる。その色や質感を楽しみながら，形や色の組み合わせ

を工夫し，自分がイメージしたカラフルモンスターをつくる内容である。 

  本題材では，２年生の題材「ひみつのグアナコ」・「ぼかし遊び」での学習を生かしながら，軽量

紙粘土に絵の具を練り込む技法を使い，つくった粘土で自分がイメージしたカラフルモンスター

（立体）に表す力を伸ばし，４年生の「自分いろがみ」・「リズムにのって」」などの学習につなが

るようにしたい。 

 

３．研究の着眼点 

【視点１】題材設定や展開の仕方を工夫する視点から 

① 題材設定について 

総合的な学習の時間で取り組んでいる，「笑顔いっぱい高くらの町」から，「笑顔」になる色

や形についてイメージをふくらませ，立体に表していく力を伸ばしたいと思い，本題材を設定

することにした。 

② 題材との出会わせ方や展開の工夫について 

 「であう」段階では，総合的な学習の時間で取り組んでいる，「笑顔いっぱい高くらの町」と

関連付け，「笑顔」・「楽しい通学路」から発想するカラフルモンスターのイメージ図をつくって
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いくことで，児童の意欲を高めるようにした。また，「笑顔になるカラフルモンスター」の基本

色や各パーツのカラフルねん土をつくり，お気に入りのカラフルねん土をみんなに紹介してい

く「カラフル粘土コレクション」で色の名前やつくり方の共有を図ることで，カラフル粘土に

ついての言葉（言葉のパレットづくり）を豊かにしていく。１人一袋（LLサイズ）の軽量紙粘

土・ポスターカラーを用意する。 

「みつける・あらわす」では，ふりかえりシートを基に，自分がつくるモンスターのイメー

ジをふくらませて，総合的な学習の時間「笑顔いっぱい高くらの町」と関連付け，「高くらの町

がもっと笑顔になることにつながる。」ことを意識させながらカラフルモンスターをつくるよう

にする。高くらの町にカラフルモンスターを存在させることで，図画工作科だけでなく，総合

的な学習の時間においても，学習意欲を高めていくように題材設定の工夫をした。さらに，２

年生の生活科単元「まちたんけん」のときに、カラフルモンスターを登場させ，「２年生を笑顔

にする」という相手意識をもたせ，製作意欲を高めたい。実際の活動場面では，色合いや形を

イメージしやすくするために，カラフルモンスターの住みかに設定した場所の写真を手元に置

くようにする。芯材は、加工しやすく，身近なアルミ缶を用いる。また，カラフルモンスター

一体あたりのサイズをある程度設定することで，児童にカラフルモンスターのサイズ感を理解

させ製作の見通しをもたせる。 

「あじわう」では，児童がつくったカラフルモンスターを住みかと設定した場所に置いて写

真撮影をし，自分のイメージと比べながら鑑賞する。また，高くらの町を笑顔にするカラフル

モンスターの製作過程や特徴などを記録した「カラフルモンスター誕生物語（がんばったよカ

ード）」をつくり，交流しながら「カラフルモンスター」を鑑賞し合うようにする。さらに，高

蔵市民センターや地域に紹介カードなどを置き，地域の方からの感想をもらうことで，児童た

ちの学習意欲を一層高めることにつなげたい。 

 

【視点２】言語活動の場や方法を工夫する視点から 

① 感じたことを共有する言語活動について 

「カラフルねん土コレクション」の活動で，見つけた面白い色や形について名前を付けて立

体に表す活動に結び付けることで，より自分がイメージしたカラフルモンスターをつくるよう

にする。（言葉のパレット） 

③  対話から生まれる言語活動について 

     本題材においては，「ふりかえりシート」でカラフル粘土づくり活動中の発見や気付いたこと 

について注目させる。ふりかえりシート内の「モンスターづくり記録」や「カラフルモンスタ

ー誕生物語」によって自分の活動を振り返る。 

４．特別な教育的支援を要する児童・生徒に対する指導上の工夫・手立て 

  別紙参照 ※別紙については、協議会後、回収します。 

５．目標 

造形への 

関心・意欲・態度 

○ 紙粘土で高くらの町を笑顔にするカラフルモンスターをつくることを楽しもうとする。 

発想や構想の能力 ○ 高くらの町にいたら笑顔になれるカラフルモンスターを思い付くことができる。 
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創造的な技能 ○ カラフルモンスターの形や色の組み合わせを工夫することができる。 

鑑賞の能力 ○  互いのつくったものを紹介し合うなどして，よさを味わうことができる。 

６．指導計画と評価計画（総時数５時間） 

 主な学習活動・内容 指導・支援上の留意点 ◎言語活動 評価規準および評価方法 

で

あ

う 

１．カラフルモンスターのイ

メージ図をつくる。  ① 

（１）「笑顔」・「楽しい通学 

路」という言葉から発想 

するカラフルモンスタ 

ーについて考える。 

（２）まとまった考えをイ 

メージ図にする。 

          

         

 

２．イメージ図に合ったカラ 

フル粘土とクラスのカラ

フルねん土コレクション

づくりをする。   ① 

（１）絵の具の量や，混ぜ 

る色の組み合わせを試 

しながら自分だけのカ 

ラフル粘土をつくる。 

         

 

（２）お気に入りのカラフ 

ル粘土でクラスのコレ 

クションをつくる。 

           

 

 

 

○ 総合的な学習の時間を振り返ら

せ，「笑顔」・「楽しい通学路」とい

う言葉とカラフルモンスターとの

つながりを意識できるようにする。 

 

 

○ これまでの活動や通学路の写真

を提示し，カラフルモンスターのイ

メージ図づくりに役立たせるよう

にする。 

 

○ 教師がカラフル粘土をつくって 

見せたり，カラフル粘土を使った作 

品を見たりして，どの様に工夫され 

ているかを話し合いながら，活動し

ていくようにする。 

○ 自分がイメージしたカラフルモ 

ンスターの色を意識してポスター 

カラーを混ぜたり，混ぜる量をつか 

ませたりさせる。 

 

○ お気に入りのカラフル粘土を出

し合い，クラスのカラフル粘土コレ

クションをつくっていくようにす

る。 

◎ クラスのカラフル粘土コレクシ

ョンについて，よさや面白さ，つく

り方などを交流するようにする。 

【関】【発】カラフルモンス

ターについて考えをまと

め，イメージ図をつくろ

うとしている。 

（行動観察・イメージ図） 

 

 

 

 

 

 

【関】ポスターカラーなど

の描画材料を用いた「カ

ラフル粘土づくり」に進

んで取り組み，いろいろ

な色のバリエーションや

組み合わせの効果などを

自分の「カラフル粘土コ

レクション」づくりに生

かそうとしている。 

   （行動観察，作品） 

 

 

 

 

み

つ

け

る 

・ 

あ

３．自分が準備したカラフル

ねん土を使って，自分が表

したいカラフルモンスタ

ーを表す。        

           ② 

    ＜本時２／２＞ 

◎ どの「カラフルねん土」のどんな

感じを使って自分のカラフルモン

スターを表すのかを交流する。（ペ

アでイメージ図を確認し合う。） 

○ カラフル粘土コレクションや「ふ

りかえりシート」を参考に， 

【創】カラフル粘土の色 

や形の変化のおもしろさ 

を生かして，自分の考え 

たカラフルモンスター 

を立体に表している。 

   （作品，行動観察） 
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ら

わ

す 

前時の評価や個々に指導したいポ 

イントを示した座席表を作成し，よ

り有効な支援ができるようにする。 

○ カラフルモンスターづくりのベ

ースとなる色は変えずにつくるこ

とを伝えておく。 

○ 「モンスターづくり記録」に，高

くらの町が笑顔いっぱいになるた

めの工夫を記入させるようにする。 

 

 

あ

じ

わ

う 

４．「モンスターづくり記録」

をふりかえり，「カラフル

モンスター誕生物語」をつ

くって交流する。   ① 

（１）これまでの「モンス 

ターづくり記録」を確認 

する。 

（２）「カラフルモンスタ 

ー誕生物語」をつくる。 

 

 

（３）交流する。   

           

 

 

 

 

 

 

 

○ 「カラフルモンスター誕生物語」 

に，高くらの町が笑顔いっぱいにな

るための工夫を記入させるように

する。 

◎ 「モンスターづくり記録」を基に 

製作過程をまとめ，「カラフルモン

スター誕生物語」をつくる活動の中

で，自分の作品と対話し，色や形，

材料に関すること，カラフルモンス

ターの特徴や面白さについて友達

と交流するようにする。 

【鑑】自分や友だちのカラ 

フルモンスターのおもし 

ろさや，表したもののよ 

さに気付くことができ 

る。 

（ふりかえりシート・行

動観察） 

 

 

７．本時の学習 平成２９年１０月６日（金）  第５校時   理科室 

⑴ 主眼 

カラフル粘土を使って，色や形の組み合わせを工夫しながらイメージしたカラフルモンスター

をつくる活動を通して，色や形の組み合わせのおもしろさを生かし，自分の思いがこめられた作

品をつくることができる。 

⑵ 準備 

① 教師  軽量紙粘土，粘土板，粘土ベラ，粘土のべ棒，木工用ボンド， 

ジップロックビニル袋，手拭きタオル，アルミ缶 

② 児童  保湿用タオル，汚れてもよい服装，思いついた材料，支持体となる材料 
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⑶ 展開 

 主な学習活動・内容 ○ 指導・支援上の留意点【観点】評価規準（評価方法） 

で

あ

う 

１．前時学習を想起し，本時のめあて

を確かめる。 

 ⑴ カラフルねん土やカラフルね

ん土コレクションを見て，簡単に

振り返る。 

 

 ⑵ イメージ図を基に，使いたいお

気に入りの「カラフルねん土」に

ついて交流する。 

 

 

 ⑶ 接着などの製作上のポイント

を振り返る。 

 

 

 

○ 「言葉のパレット」を提示し，前時につくったカラフル

粘土やカラフル粘土コレクションから，「高くらの町を笑顔

にするカラフルモンスター」づくりの見通しをもつことが

できるようにする。 

○ 支援を要する児童には、ベースとなる色は変えずに「カ 

ラフル粘土」の組み合わせを考えるように伝える。 

◎ どの「カラフル粘土」のどんな感じを使って，カラフル

モンスターを表すのかを交流する。 

 

 

 

 

○ 「接着・支持の匠」の技を確認して，作業に取り掛からせる。 

み

つ

け

る

・

あ 

ら

わ

す 

２．いろいろな「カラフル粘土」のお

もしろさを生かして，立体に表す。 

 

 

 

 

 

教師用黒板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予想されるつまずきに対する具体的な支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【創】カラフル粘土による色や形の変化のおもしろさを生か

して，自分の考えた「高くらの町を笑顔にするカラフルモ

ンスター」を立体に表している。 

                （作品分析，行動観察） 

めあて 色や形の組み合わせを考えて，「高くらの町を笑顔にするカラフルモンスター」をつくろ

う。 

わたしは，薄水色と白のマーブルに，明る

い色をたくさん使った「水を大切にする，さ

わやかカラフルモンスター」をつくりたいで

す。 

写真の場所にモン

スターがいそうな色

や形やね。 

≪机上図≫ 

◆ 発想や構想でつまずき活動が進まない子どもに対す

る支援⇒ 

①「言葉のパレット」にある言葉や，通学路の写真を基

に声かけをし，児童の言葉を補っていくことで，イメー

ジに合った「カラフル粘土」を自分で選択して，表現す

ることができるようにする。 

②「ふりかえりシート」や「カラフル粘土コレクション」

などを参考に，前時の評価や指導したいポイントを示し

た座席表を作成し，有効な支援ができるようにする。 

◆ 技能的な面でつまずいている子どもに対する支援⇒

①「接着・支持」については，接着や支持の仕方につい

て，個別に配付した「接着・支持の匠シート」で再確認

させる。 

②教師が実演して見せる。 

水
道

 

 

水
道

 

 

カ
ラ
フ
ル
粘
土 

つ
く
り
場 

ふ
り
か
え
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シ
ー
ト

 

粘

土 

板 

粘

土 

板 
材
料
等 
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あ

じ

わ

う 

３．今日の学習で見つけたおもしろい

形や色について「ふりかえりシート

（モンスターづくり記録）」にかき，

カラフルモンスターの発表をし合

う。 

◎ 自分の作品や友達の作品のおすすめカラフルモンスター

について，全体で交流する。（高くらの町が笑顔いっぱいに

なるための工夫を記入させるようにする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

三角形の顔の形とさわやかイエロー

が目立つモンスターを見ると，ひまわ

りの花のような元気が伝わって、笑顔

になると思いました。 

今日の学習で目指す「熱中する子どもの姿」 

 自分がイメージしたカラフルモンスターに合うカラフル粘土の色や形，組み合わせを「しこう」（思考・

試行）しながら，「高くらの町を笑顔にするカラフルモンスター」の完成に向けて，創造活動に取り組む

子ども。 


